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小学校図画工作科における工作題材の現状と指導法に関す

る一考察 

―「仕組み」を生かした題材に注目してー 

 

茂木 克浩 井上 昌樹 

 

A Study on the Present Situation and Teaching Methods of Craft 

Subjects in Elementary School Arts and Crafts 

－Focus on subjects that make use of the “mechanism”－ 

 

 

Katsuhiro MOGI Masaki INOUE 

 

Abstract 

In this study, we conducted a survey on how craft education is handled at the early childhood 

education and elementary school levels. The survey used textbooks used in childcare teacher training 

programs, textbooks used in elementary schools, and instructional plans available on a website. The 

results showed that in the lower grades of elementary school, many of the activities involved making 

usable objects and making use of mechanisms. These activities decreased as the students moved up 

through the grades. Instead, crafts that convey information and decoration were found to increase. 

The general teaching method in craft education is to first understand the mechanism and then 

expand the image, but we proposed that depending on the purpose of the class, the flow of thinking 

about the mechanism in accordance with the image may be more suitable. 

 

Keywords: Arts and Crafts, Elementary School, Craft Subjects, Mechanism 

 

１.研究背景と目的 

 

幼児教育の現場においては、製作活動の時間に手

作りのおもちゃを子どもたちが製作し、それを用い

て遊ぶ姿がよくみられる。一斉保育だけでなく自由

遊びの時間やコーナー保育において、空き箱等の素

材を使って車や家などの作りたいものを作る姿も日

常的に見られる。また、簡単な仕組みを生かした工

作も頻繁に行われる。例えば子ども向けの月刊絵本

として有名な『かがくのとも』の中では、テーマと

して定期的に工作が取り上げられている 1)。また書

店では、工作のアイデアが豊富に掲載されている保

育者むけの書籍をよく目にする。 

また筆者らの経験では、保育学生が幼稚園教育実

習の責任実習において、主活動に製作を取り入れて

いることを多く見かける。その中では絵を描く活動

よりも、作ったり、装飾したりするといった工作に

分類されるものが多く実践されている。 

このように幼児教育の現場では盛んに行われてい

る工作の活動であるが、小学校図画工作科の中では

少しずつ目立たなくなっていく印象がある。「小学校

学習指導要領(平成 29 年告示)解説図画工作編」の内

容は「A 表現」「B 鑑賞」に分かれており「A 表現」

はさらに「造形遊びをする」と「絵や立体、工作に

表す」に分かれている 2)。「造形遊び」については、

そのねらいが理解されなかったり、評価等が難しい

と考えられたりするなどの理由から図画工作科を専
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門としない先生に苦手意識があり、結果として実践

が十分なされないという課題があると言われる。た

だし美術教育の専門誌などをみると「造形遊びをす

る」題材の実践報告は頻繁に取り上げられている。

これは実践を投稿する授業者の多くが、美術教育を

専門としていると考えられると共に、それだけ探究

しがいのある内容だと考えられる。一方で、実践が

されないという話をあまり耳にしない代わりに、専

門誌等でも実践報告が少ないのが工作の題材である。

佐藤は、造形遊びが導入され二度の改訂によって全

学年に取り入れられたことで、図画工作科の教科性

が明確になった一方で、工作教育の重要性について

かつてほど明確な主張をもちにくくなったと述べて

いる 3)。STEAM教育に注目が集まる現在において、

ものづくり教育の文脈にも位置づけられる工作教育

は、本来もっと注目されてよいはずである。しかし

工作題材は、図画工作科の中で実践はされてこそい

るものの、現代ではなかなか話題にあがらない内容

になってしまっているといえる。 

そこで本研究では、保育者養成校で使用されてい

るテキストや小学校図画工作科の教科書に掲載され

ている題材、国立大学附属学校の指導案等に記載さ

れた工作題材について整理することを通して、現状

を把握すると共に指導方法について検討を行う。 

 

２.研究の方法 

 

保育者養成校で使用されているテキストや現在使

用されている小学校図画工作科の検定済み教科書 4)

の内容を調査する。検定済み教科書についてはそれ

ぞれの出版社が公表している年間指導計画の中で工

作と位置づけられている題材を抽出した後、実際に

教科書の該当頁を確認し観点別に整理を行う。 

また工作題材がどの程度話題になっているかを考

察するために国立大学附属小学校の web ページに

公開されている指導案等の資料を収集し、その中に

工作と位置づけられる題材がどの程度含まれている

のかを調査する。附属学校はその性質上、一般の学

校に比べて研究に力を入れており、学校教育の最先

端に立っている現場である。そこで研究された成果

として指導案等が公開されているということは、そ

れだけ関心が高い、注目された内容だと言える。ま

た附属学校は各都道府県の教員研修等に講師を派遣

していたり、公開されている指導案等が他の教員の

資料として活用されていたりする可能性も高いこと

などから、少なからず一般校への影響力をもってい

ると推察できる。 

  

３．小学校図画工作科における工作

の位置づけ 

 

調査を開始する前に、改めて学校教育において「工

作」がどのように定義されているか確認していきた

い。現行の学習指指導要領では「工作」単体ではな

く「絵や立体，工作に表す」と表記されている。ま

た同解説では「『工作』とは，意図や用途がある程度

明確で，生活を楽しくしたり伝え合ったりするもの

などを表すことである。」5)と説明されている。しか

しそれに続く文章で「実際の児童の表現では，絵に

立体的なものを加えたり，工作で表面に絵をかいた

りするなど，表す過程では関連し合うことが多い。

そこで，表したいことから学習が広がることを重視

し『絵や立体，工作に表す』とまとめて示している。」

6)と説明されている。大坪は「自己表出を保証しなが

ら、その造形能力を育てることを目的としており、

表現の方向性の 1 つとして工作があるとしているこ

とが理解できる」7)としている。これは平成 20 年の

学習指導要領解説をもとに論じられたものではある

が、現在もこの理解があてはまると考えられる。そ

の上で「意図や用途」「生活を楽しくしたり伝え合っ

たりするもの」という点が絵や立体と異なる点であ

るとも大坪は述べている 8)。絵や立体との差がはっ

きりしない題材については、「意図や用途」の有無が

工作であるかを判断する一つの材料になるだろう。 

次に小学校図画工作科と中学校美術科との比較か

ら工作の位置づけを確認したい。中学校美術科にな

ると工作という言葉は使用されなくなり、代わりに

「工芸」という言葉が出てくる。工芸について大坪

は「工芸の言葉を中心としてそれに類する言葉を集

めても数種類があり、その具体的な範囲を技法や作

品によって示すことには、かなりの困難がある。(中

略)『人間のさまざまな能力の内、手を通して発揮さ

れるもの』程度の大らかな定義にしておいた方が、

特に初等教育や中等教育段階での工芸教育にはふさ

わしい」9)としている。このように工芸教育に関連す

る範囲は広く、その分歴史的背景も多岐に渡り 10)定

義も難しいとされるが、小学校の図画工作科の工作
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が中学校の美術科の工芸と技術科に接続していくと

いう一般的な理解については特に異論はないだろう。

実際に「意図や用途」については中学校美術科の「デ

ザインや工芸で表す」内容に引き継がれている 11)。 

一方で技術科に引き継がれていく要素には「仕組

み」がある。図画工作科と美術科の学習指導要解説

を比較すると、美術科では「仕組み」という言葉が

出なくなるかわりに、技術科の学習指導要領に「機

構」という言葉が頻出するようになる。このことか

ら小学校までの「仕組み」は技術科が扱うようにな

ると考えられる。しかし実際には、中学校美術科の

中から仕組みを使った内容が完全になくなるわけで

はなく、ポップアプカードなどのように素材の特徴

を生かした表現と共に扱われていることに注意する

必要がある。 

 

４.工作題材の実際 

 

(１) 保育者養成のテキスト及び小学校検定教科書

からみる工作の実際 

まず工作が就学前施設及び小学校でどのように扱

われているのかを捉えるために、保育者養成校で使

用されているテキスト及び、小学校での検定済み教

科書にそれぞれ記載されている題材について整理す

る。 

題材を整理するにあたり、今回は学習指導要領の

記述を参考に以下の 4 つの観点を設定した。また中

学校での工芸への接続を意識し、材料とそこに用い

られている技術の 2 つの観点も追加した。 

 

◯意図や用途・・・・・・・「使う」（観点①） 

◯生活を楽しくしたり伝え合ったりする 

      ・・・・・・・「飾り」（観点②） 

                 「伝える」（観点③） 

◯仕組み・・・・・・・・・「仕組み」（観点④） 

◯材料の特徴を活かした造形 

            ・・・・・・・「材料」（観点⑤） 

◯手技を活かした造形 

            ・・・・・・・「技術」（観点⑥） 

 

まず保育者養成校でテキストとしても使用されて

いる書籍『幼児造形の基礎 乳幼児の造形表現と造形

教材』（樋口編著, 2018）に記載されている題材 12)

の中から、工作と考えられる題材を選び整理した（表

1）。就学前施設には小学校のように決められた教科

書がないかわりに、保育者の経験や養成校での学び

が実際の活動に大きく影響する。また養成校のテキ

ストが、現場に出てからの指導書代わりになると考

えられることから分析の対象とした。 

その結果、幼児教育においては、「使う」という観

点に分類された題材が多く、それに「仕組み」や「材

料」等の観点が付随している。一方で「飾る」や「伝

える」という観点は少ないことがわかる。 

次に現在小学校で使用されているに 2 社の検定済

み教科書(合計 12 冊)について、年間指導計画等の

資料 13)を用いて「工作」と分類されているものを抽

出し実際に該当ページの内容や掲載されている写真

等を確認した後、6 つの観点で整理した（表 2〜4）。

両教科書とも全学年通して「使う」という観点が多

いことがわかる。ただしこの観点は学年が上がるに

つれて少しずつ減少していく。「仕組み」についても

低学年の方が多く、こちらも学年が上がるにつれて

減少していくことがわかる。ただし低学年で取り上

げられる仕組みは、幼児教育の現場でも行われてい

るような簡単なものが多い。一方で高学年になると

針金を用いたクランクなどの題材が設定され、学年

が上がるにつれて仕組みの難易度も上がっていくこ

とがわかる。 

使う、仕組みという観点が減少する代わりに「飾

る」や「伝える」などの観点が増えていく。これは

学習指導要領にある低学年の内容が「感じたこと、

想像したことから表したいこと見付けること」とあ

るのに対して、高学年になると「伝え合いたいこと

から」という要素が加わることを踏まえれば自然の

ことと言える。 

(２)附属小学校の指導案からみる工作の実際 

全国国立大学附属学校の web ページ 14)に掲載さ

れている附属小学校（義務教育学校を含む）全 72 校

の web ページを訪れ、そこに公開されている指導案

や研究紀要の内容をもとに、どの内容を扱った授業

について多く公開されているのか調査した。なお研究

紀要については授業の流れが具体的に掲載されてい

るものを調査対象として扱い、それがないものは調

査から外した。集計に際して、指導案の文中に内容

についての表記がある場合はその表記通りの内容と

して集計した。表記がない場合は、記載内容をもと

に、教科書等の題材と照らし合わせながら筆者らで

判断して分類した。 
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表 1 保育者養成向けテキストにおける工作題材一覧 
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表 2 小学校図画工作科教科書の工作題材一覧（1・2 年） 
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表 3 小学校図画工作科教科書の工作題材一覧（3・4 年） 
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表 4 小学校図画工作科教科書の工作題材一覧（5・6 年） 
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◎調査の基本情報 

調査対象校・・・・・・・・・・・・・・・72 校 

指導案等が掲載されていた学校・・・・・・25 校 

調査対象とした資料(2020 年〜2024 年の 5 年間に

執筆/実践された指導案・紀要等)・・・・・89 本 

 

◎調査対象に書かれていた題材の領域 

絵(版画含む)・・・・・・・・・・・・・・26 本 

立体・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 本 

工作・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 本 

造形遊び・・・・・・・・・・・・・・・・26 本 

鑑賞単体・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 本 

複合的な題材(例、絵と立体を選択できる)・ 3 本 

調査の結果、絵に表す活動と造形遊びをする活動

についての指導案が多いことがわかった。指導案は、

研究公開の資料や 1 年間の研究成果として公開され

ているものが多いと考えられる。つまり、絵や造形

遊びが研究対象として多く扱われているとも言える

のである。 

工作について書かれたものは 17 本あったが、そ

の中で観点①の「使う」が 7 本、②の「飾り」が 2

本、③「伝える」が 3 本、④「仕組み」が 3 本、⑤

⑥の「材料」と「技能」を合わせたものが 2 本だっ

た。やはりここでも、工作においては「使う」とい

う観点の題材が多いことがわかった。 

 

５.考察 

 

調査の結果から、工作に表す活動について幼児教

育から小学校図画工作科に共通して「使う」という

観点が多いということがわかった。遊びを中心とす

る幼児教育においては、製作する活動自体が遊びで

あると共に、そこで製作したものが次の遊びにつな

がっていく。そのため身近な素材を用いておもちゃ

を作るといった、工作の活動が積極的に取り組まれ

ているのではないかと考えられる。吉井は「子ども

にとっては、この領域は実に魅力に満ちた対象であ

り、絵画や彫塑よりも、具体的な生活の中での『も

の』をつくることに、大きな興味を示すことが多い。

これは人類のものづくり(広義の表現)の歴史からは、

むしろ当然のことでもある。」15)と述べている。就学

前施設では、誰に教わるでもなく身近にある素材を

使って夢中に何かを作っている幼児の姿をよく目に

する。吉井が言うように、工作に表す活動は我々人

間にとって重要なそして自然な営みなのである。小

学校低学年の題材では「使う」「仕組み」が多く設定

されており、幼児教育の活動に類似した内容のもの

もある。これは就学前施設と小学校との連携という

視点から、スタートカリキュラム等の影響も受けて

いると考えられる。 

小学校中学年になると少しずつ「飾る」「伝える」

という観点が含まれる工作が増えてくる。これは先

にも触れた通り、学習指導要領にそのような記述が

なされるためであるが、これは更にその先に待って

いる中学校美術科の「デザインや工芸」への接続を

意識してのことだろう。 

一方で、動きを生み出す「仕組み」は中学校技術

科に引き継がれていき「機構」の学びになり、美術

科の学習指導要領上では仕組みという言葉が消える。

図画工作科においても仕組みという観点の活動は、

学年が上がるにつれて少なくなっていく。その理由

としては、加工しやすい身近な素材を用いてできる

仕組みを概ね学んでしまい、それ以上の内容を学ぶ

ためには時数や、学習の設備、子どもの発達段階や

技能面との調整が難しくなる点が影響するのではな

いかと推察できる。またそもそも図画工作科が子ど

もの自己表出を中心にした教科であることも影響し

ていると考えられる。中学校になると工作という呼

び方から工芸になり、教科書の中身も素材とそれに

関する加工技法が主流となる。作るものも遊べるも

のよりも、日常生活で使用するものになっていく。

これは生活の中心に遊びを置いた幼児期から、子ど

もたちの生活の実態が変化していることも影響して

いるだろう。しかしだからと言って図画工作科で学

んだ仕組みのある表現がなくなったわけではない。

むしろ美術科の中で扱われなくなったからこそ、図

画工作科の中で確実に経験させ身に付けさせたい知

識・技能となる。 

図画工作科の目標にもあるように、子どもが創造

的につくったり、自分の見方や感じ方を深めたりと、

教科の中心に子どもの主体性がある。そのため、一

定の技能や知識を教え込むような方法は避けられが

ちである。どうしても複雑な構造や仕組みを取り入

れるとなると、その部分を教え込む必要がでてきて

しまう。幼児教育においても、子どもたちが主体的

に素材や環境と自由に関わりながら表現する活動が

より強く求められるようになってきており、保育者

が見本を提示し、用意した材料を手順通りに組み立

てていくような製作活動は忌避されるような流れも
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ある。一方、仕組みや構造を理解したからこそ表現

することを楽しめる題材がある。また、自分の思い

を形にするために、その仕組みが必要になる場合も

ある。例えば、ポップアップカードやクランクなど

は、そういった仕組みを用いた工作題材の代表とい

えるであろう。 

それではこの教え込み感を軽減しながら、仕組み

を生かした工作を指導する方法はないのだろうか。

教師用指導書や公開されている指導案等を見ると、

まず仕組みの部分をつくる時間が設定されているこ

とが多い。例えばクランクを使った題材では、教師

が参考作品を見せた後、クランクの仕組みについて

図等を提示しながら説明し実際にそれを作ってみる

活動を題材の最初の時間にもってくる。そして完成

したクランクの仕組み部分を手に取りつつ、その動

きからイメージを膨らませ作品としていく(図 1 A→

B の流れ)。この題材の流れでは、仕組みによる動き

がイメージを生み出すきっかけになっている。ただ

しこの流れは、動きからイメージが湧きやすい一方

で、その動きにイメージが制限され、結果として同

一の動きに異なる装飾が施されただけの作品が生ま

れるという弊害が考えられる。 

これに対して、仕組みの部分をつくる活動とイメ

ージを膨らませる活動を反転させる方法も考えられ

る(図 1 B→A の流れ)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クランクであれば、何を、どのように動かしてみ

たいのか具体的なイメージをもってから、その動き

に合わせてクランクの仕組みを考え、製作するとい

う流れが考えられる。この方法では、子どもが自分

の思いを実現するために仕組みの部分を探究するこ

とになる。そのため試行錯誤を繰り返すことになり、

先に仕組みをつくる流れよりも時間が必要となるこ

とが予想される。また進行状況に個人差が出ること

も考えられる。またいつまでも仕組みが作れないと

それ以降の作品製作が完全に停滞してしまうため、

個々の状況にあった適切な支援が必要となる。ただ

し自分の思いを実現するために仕組みを生み出すと

いうこの流れは、ものづくりの本質的な流れに近い

とも言える。図１の A→B の流れの場合は、イメー

ジを膨らませる部分において思考の広がりや深まり

があるのに対して、B→A の場合は、イメージを具

現化するための仕組みを生み出す部分に思考の広が

りや深まりがある。実際製作が始まると、A→B→A

→B…のように思考のプロセスが回転していくこと

になるが、製作を A の仕組み作りから始めるのか、

B のイメージをもつところから始めるのかで子ども

たちにおきる学びに違いがあると考えられる。 

 

６.おわりに 

 

先の吉井の言葉にもあるように、自らの手と道具

を使い様々なものを生み出すことは、我々を人間足

らしめている営みの一つである。それは人が生きる

ための営みであり、だからこそ幼児は誰に言われる

でもなくそれに真剣に取り組むのだろう。この人間

らしい営みの延長線上に「工作に表す」活動はある。

そのルーツを手工教育にもつ工作は、佐藤が指摘し

たようにかつてよりもその意味を明確に示しづらく

なっているのかもしれない。現代は様々なテクノロ

ジーのお陰で簡単に色々なことができるようになっ

た。しかしアーサー・C・クラークが残した「充分に

発達した科学技術は、魔法と見分けが付かない。」と

いう言葉を借りるまでもなく、それ生み出す仕組み

は我々の目から見えなくなっている。このような状

況だからこそ、自らの手で仕組みを生み出しそれを

使って表現する機会が重要になのである。 

絵や立体に表す活動では、動いているように見せ

たり、時間の変化を感じさせたりすることはでき 

る。しかし本当にモノを動かすことができるのは工

作に表す活動であり、その中でも仕組みを生かした

活動だけである。「これを動かしたい」と願い、その

実現に向けて自らの手で仕組みを生み出す過程で、

子どもたちの思考は外在化される。これが工作なら

ではなの学びであり魅力なのではないだろうか。 

最後に少しだけ違った視点から工作の可能性につ

いて言及し本論を閉じたい。先行研究が示すように、

小学校教諭や保育者の中には美術に苦手意識をもつ

ものが少なくない 16)。またそのような意識をもって

図 1「仕組組み」の観点を含む工作の授業デザイン
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いる学生も多い。小学校教諭や保育者を目指す学生

に「美術は好きですか、嫌いですか？得意ですか、

苦手ですか？」と尋ねると「好きだけど苦手」「嫌い

で苦手」という回答が多く返ってくる。筆者の一人

である茂木が中学校教諭だった際に、新入生に同じ

質問をした際も同様の傾向が見られた。つまりこの

ような意識は高等教育機関に入学する段階ではなく、

既に中学校入学段階から存在しているといえる。た

だし追加の質問として「具体的に美術の何が苦手で

すか？絵を描くのが苦手？ものを作るのが苦手？」

と尋ねると「絵が苦手です。」との回答が多くなる。

これについては降旗の論文にも「学生たちが抱いて

いる苦手意識の対象が、工作表現よりも圧倒的に絵

画表現であるから」17)と述べられている。 

図 2 は「美術が苦手」と話した学生が製作した作

品である。これは紙皿を半分に折って作ったシーソ

ーの仕組みで動くおもちゃである。その学生は「紙

皿の動きを見ているうちにアイデアが浮かんできて、

特に苦手だなという意識は生まれず楽しく製作でき

た」と話す。この発言を踏まえると工作教育は手順

が明確であったり、実際に仕組みを動かしながらイ

メージを広げられたりするため苦手意識をもちづら

いことが推察できる。降旗は絵が苦手な学生が多い

からこそ絵画表現の活動を工夫することで、その克

服を目指している 18)が、表現することの楽しみを実

感し直し「苦手だ」という意識を解きほぐすために

工作を利用するのも有効ではないかと考える。今後

はこの観点からも工作教育の可能性について検討し

ていきたい。 
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